
ビニール袋を使うと、
手を汚さず、簡単に
生地ができあがりま
す。

いただきま～す
おいしくできたかな

看板を降納する正副管理者及び広域議会正副議長

14 

桂小学校

大きくなって帰ってきてね！！

　桂小学校の全校児童が、学校の近くを流れる川

にサケの稚魚およそ2,000匹を放流しました。

　桂小学校では、那珂川漁業協同組合から提供を

受けたサケの受精卵を学校でふ化させ、３センチ

メートルくらいになるまで育てました。その稚魚

を児童一人ひとりが牛乳パックに入れて「元気に帰

ってきてね。」

「大きな魚に食

べられないよ

うにね。」と

声をかけなが

ら川に放流し

ました。

2
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沢山小学校

子どもの森づくり推進事業

　沢山小学校では、子どもたちがより自然に親し

める環境をつくるため、森林湖沼環境税を使った

｢子どもの森づくり推進事業｣が行われました。

　この事業では、間伐材を使って花壇を整備した

り、休み時間に児童が集う「ギンモクセイ」の木

陰に木製のベンチを設置して児童が木に触れる機

会を増やすとともに、緑の少年団に加入する児童

の手によって校庭の樹木に樹木名を記したネーム

プレートが取り付けられました。

　完成を記念して行われた式典では、緑の少年団

に加入する児童約40名と茨城県緑化推進機構など
関係者が出席し、

事業の概要を記

した立看板の除

幕式や記念植樹

などが行われま

した。

3
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コミュニティセンター城里

城北地方広域事務組合解散式

　城里町と常陸大宮市（御前山地域）で組織し、運営してきた「城北地方広域事務組合」が、平成25年３月末で
解散することに伴い、解散式が行われました。

　式典には、組合を管理する両市町の関係者と城北地方広域事務組合の

議会議員が出席し、昭和37年５月に「城北共同放牧一部事務組合」とし
て組合が結成されてから、現在に至るまでの経過が報告されました。

　なお、これまで城北地方広域事務組合が行っていた「ごみ処理事業」

や「し尿処理事業」につきましては、平成25年４月から町単独で行うこ
とになりました。

3
6

　統計調査員として長年従事され、平成24年11月
に逝去された故鶴田力さん（塩子）の遺族追賞が伝

達されました。

　鶴田さんは、昭和40年２月から48年間統計調査
員を務められ、農林業センサス（計10回）をはじめ
　　　　　　　　　　　　　　とする数多くの統

　　　　　　　　　　　　　　計調査に従事され

　　　　　　　　　　　　　　てきました。

　　　　　　　　　　　　　　　その多年にわた

　　　　　　　　　　　　　　る功績がたたえら

　　　　　　　　　　　　　　れ、遺族の鶴田す

　　　　　　　　　　　　　　がさんに遺族追賞

　　　　　　　　　　　　　　が贈られました。

故鶴田力さん（統計調査員）に遺族追賞3
5

　ななかい保育所では、食育の一環として年長児

12名が「ピザづくり」を体験しました。
　園児たちは、食生活改善推進委員に手ほどきを

受けながら、ピザの

生地をつくり、包丁

を使って刻んだ野菜

やウインナー、きの

こなどをたっぷり乗

せて具だくさんのピ

ザをつくりました。

ななかい保育所

おいしく食べて元気になろう！2
21



▲常北サッカースポーツ少年団（青チーム）

沢山小学校 常北幼稚園

15 

県新聞コンクールで優秀賞受賞3
12

　郷土の発展に尽くした先人たちについて調べ、

新聞等にまとめた作品を集めて行われた「輝く郷

土の先人」新聞等コンクール（茨城県・茨城県教育

委員会主催）において、鯉渕駿之介君（常北小４年）

の作品がみごと優秀賞に選ばれました。

　出品した作品は、江戸時代末期に起きた『桜田

門外の変』で活躍した城里町（旧上古内村）出身の

志士鯉渕要人について調べたことを新聞にまとめ

たもので、鯉渕君は近くの鹿島神社に初詣で訪れ

た際、神社にゆかりがあ

る鯉渕要人に興味をもち、

調べてみようと思ったそ

うです。

　なお、受賞作品は県立

図書館（４月６日～19日）、
県立歴史館（４月23日～
５月14日）、県庁２階（５
月17日～24日）で展示が
予定されています。

　町内の各学校（園）で卒業式が行われました。多くの子どもたち

がたくさんの思い出を胸に抱き、学び舎を巣立ちました。

　常北中学校では、105名が卒業の日を迎えました。

　式では、　岡秀夫校長から卒業生１人ひとりに卒業証書が手渡

され、「人を見る目を養うため日々勉強し、みんなに好かれる人に

なってほしい。」とはなむけの言葉が贈られました。

　また、卒業生の答辞では

後藤章吾君が中学校生活を

振り返り、「最高の仲間に

出会えたことは絶対に忘れ

ない。」と述べ、お世話に

なった人々に感謝の気持ち

が伝えられました。

　県内のサッカースポーツ少年団36チームが参
加し、第26回城北地方少年サッカー大会（常北サ
ッカースポーツ少年団・同育成会主催）が行われ

ました。高学年の部では町内から参加した常北

サッカースポーツ少年団（青チーム）が準優勝の

成績を収めました。

2
2 3

第26回城北地方少年サッカー大会
常北運動公園ほか
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